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【態度】助詞・助動詞に興味・関心を抱き，助
詞・助動詞のはたらきを理解し，その理解を
「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」に生
かして，適切に表現・理解しようとしている。

【思考・判断・表現】「読むこと」において，文
章全体と部分との関係に注意しながら，主張
と例示との関係を捉えている。Ｃ(1)ア
【思考・判断・表現】「読むこと」において，文
章を読んで理解したことや考えたことを知識
や経験と結びつけ，自分の考えを広げたり深
めたりしている。Ｃ(1)オ

【態度】すすんで主張と例示の関係について
考え，学習の見通しをもって意見を述べる文
章を書こうとしている。

【思考・判断・表現】「話すこと・聞くこと」にお
いて，互いの立場や考えを尊重しながら話し
合い，結論を導くために考えをまとめている。
Ａ(1)オ

【態度】積極的に情報と情報との関係につい
て理解し，学習の見通しをもって討論しようと
している。

【思考・判断・表現】「読むこと」において，文
章全体と部分との関係に注意しながら，主張
と例示との関係や登場人物の設定の仕方な
どを捉えている。Ｃ(1)ア

【態度】すすんで登場人物の設定の仕方を考
え，学習課題にそって自分の考えを深めよう
としている。

【思考・判断・表現】見本と比較し、自分の作
品の改善点を考えることができる。

【態度】字形を調えるために、繰り返し練習を
している。

【思考・判断・表現】「書くこと」において，伝え
たいことがわかりやすく伝わるように，段落相
互の関係などを明確にし，文章の構成や展
開を工夫している。Ｂ(1)イ

【態度】積極的に敬語のはたらきについて理
解し，学習の見通しをもって用途に合わせた
文書を書こうとしている。

【思考・判断・表現】「読むこと」において，文
章全体と部分との関係に注意しながら，主張
と例示との関係を捉えている。Ｃ(1)ア
【思考・判断・表現】「読むこと」において，文
章を読んで理解したことや考えたことを知識
や経験と結びつけ，自分の考えを広げたり深

【態度】すすんで文章の構成や論理の展開に
ついて考え，学習課題にそって説明しようとし
ている。

【思考・判断・表現】「読むこと」において，古
典の文章を読んで理解したことや考えたこと
を知識や経験と結びつけ，自分の考えを広げ
たり深めたりしている。Ｃ(1)オ

【態度】粘り強く現代語訳や語注などを手が
かりに作品を読み，学習課題にそって解釈し
たことを表現しようとしている。

【思考・判断・表現】「読むこと」において，登
場人物の言動の意味などについて考えて，
内容を解釈している。Ｃ(1)イ

【態度】すすんで内容を解釈し，複数の情報を
整理しながら考えたことを提案しようとしてい
る。

【態度】すすんで漢字の多義性について理解
し，今までの学習を生かして文章の中で使お
うとしている。

【態度】粘り強く自立語の活用について理解
し，学習課題にそって文章を読む際の生かし
方を考えようとしている。

【思考・判断・表現】「読むこと」において，文
章全体と部分との関係に注意しながら，登場
人物の設定の仕方などを捉えている。Ｃ(1)ア

【態度】すすんで現代語訳や語注などを手が
かりに作品を読み，理解したことを話し合い
の場で発言している。

【思考・判断・表現】「読むこと」において，古
典の文章を読んで理解したことや考えたこと
を知識や経験と結びつけ，自分の考えを広げ
たり深めたりしている。Ｃ(1)オ

【態度】すすんで現代語訳や語注などを手が
かりに作品を読み理解したことや考えたこと
を説明しようとしている。

【思考・判断・表現】社会問題や身近な課題に
ついて、適切な言葉を選んで話している。

【態度】社会問題や身近な課題について、相
手に伝わるように文章を工夫し、適切な音量
や抑揚で伝えようとしている。

【思考・判断・表現】「読むこと」において，登
場人物の言動の意味などについて考えて，
内容を解釈している。Ｃ(1)イ
【思考・判断・表現】「読むこと」において，文
章の構成や論理の展開（時間の流れと場面
の展開），表現の効果について考えている。

【態度】粘り強く時間の流れや場面の展開な
どの構造を捉え，学習課題にそって考えたこ
とを提案しようとしている。

【思考・判断・表現】「書くこと」において，根拠
の適切さを考えて説明や具体例を加えるな
ど，自分の考えが伝わる文章になるように工
夫している。Ｂ(1)ウ

【態度】積極的に意見と根拠，具体と抽象な
ど情報と情報との関係について理解し，学習
の見通しをもって，意見を述べる文章を書こう
としている。

【思考・判断・表現】「読むこと」において，文
章と図表などを結びつけ，筆者の説明の仕
方について，その関係を踏まえて内容を解釈
している。Ｃ(1)ウ

【態度】粘り強く必要な情報に注目し，学習の
見通しをもって意見を述べる文章を書こうとし
ている。

【思考・判断・表現】「読むこと」において，文
章と図表などを結びつけ，筆者の説明の仕
方について，その関係を踏まえて内容を解釈
している。Ｃ(1)ウ

【態度】粘り強く必要な情報に注目し，学習の
見通しをもって意見を述べる文章を書こうとし
ている。

【態度】繰り返し学年別漢字配当表に示され
ている漢字を書き，今までの学習を生かして
文章の中で使おうとしている。

日本の花火の楽しみ 5

【知識・技能】抽象的な概念を表す語句の量
を増し，話や文章の中で使うことをとおして，
語感を磨き語彙を豊かにしている。(1)エ

【知識・技能】助詞や助動詞などのはたらきに
ついて理解を深めている。(1)オ

【思考・判断・表現】「読むこと」において，登
場人物の言動の意味などについて考えて，
内容を解釈している。Ｃ(1)イ

【態度】すすんで登場人物の言動の意味を考
え，今までの学習を生かして考えたことをノー
トにまとめようとしている。

【思考・判断・表現】「話すこと・聞くこと」にお
いて，目的や場面に応じて，社会生活の中か
ら話題を決め，異なる立場や考えを想定しな
がら集めた材料を整理し，伝え合う内容を検
討している。Ａ(1)ア

【態度】積極的に集めた材料を整理し，学習
の見通しをもって話し合おうとしている。

【思考・判断・表現】「読むこと」において，文
章全体と部分との関係に注意しながら，登場
人物の設定の仕方などを捉えている。Ｃ(1)ア
【思考・判断・表現】「読むこと」において，登
場人物の言動の意味などについて考えて，
内容を解釈している。Ｃ(1)イ

【態度】すすんで登場人物の設定の仕方を考
え，学習課題にそって理解したことを説明しよ
うとしている。

【態度】積極的に活用のない自立語について
理解し，学習課題にそって文章を読む際の生
かし方を考えようとしている。

【思考・判断・表現】「書くこと」において，目的
や意図に応じて，社会生活の中から題材を
決め，多様な方法で集めた材料を整理し，伝
えたいことを明確にしている。Ｂ(1)ア

【態度】積極的に情報と情報との関係につい
て理解し，学習の見通しをもって意見を述べ
る文章を書こうとしている。

【態度】繰り返し学年別漢字配当表に示され
ている漢字を書き、今までの学習を生かして
文章の中で使おうとしている。

【思考・判断・表現】「話すこと・聞くこと」にお
いて，資料や機器を効果的に用いるなどし
て，自分の考えがわかりやすく伝わるように
表現を工夫している。Ａ(1)ウ

【態度】積極的に情報と情報との関係につい
て理解し，学習の見通しをもって説明しようと
している。

【知識・技能】情報と情報との関係のさまざま
な表し方を理解し使っている。(2)イ

【知識・技能】第１学年までに学習した常用漢
字に加え、その他の常用漢字のうち本教材
で示された漢字を読んでいる。また、学年別
漢字配当表に示されている漢字を書き、文や
【知識】社会問題などについて調べ、その事
象に対して理解を深めている。

【知識・技能】抽象的な概念を表す語句の量
を増し，話や文章の中で使うことをとおして，
語感を磨き語彙を豊かにしている。(1)エ

【知識・技能】意見と根拠，具体と抽象など情
報と情報との関係について理解している。(2)
ア

【知識・技能】単語の活用について理解を深
めている。(1)オ
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【知識・技能】情報と情報との関係のさまざま
な表し方を理解し使っている。(2)イ

【知識・技能】抽象的な概念を表す語句の量
を増し，話や文章の中で使うことをとおして，
語感を磨き語彙を豊かにしている。(1)エ

まちがえやすい漢字 3

スピーチ 6

水の山　富士山 5

活用のない自立語 5

新聞の投書を書く 4

【知識・技能】情報と情報との関係のさまざま
な表し方を理解し使っている。(2)イ

【知識・技能】情報と情報との関係のさまざま
な表し方を理解し使っている。(2)イ

【知識・技能】情報と情報との関係のさまざま
な表し方を理解し使っている。(2)イ

【知識・技能】第１学年までに学習した常用漢
字に加え、その他の常用漢字のうち本教材
で示された漢字を読んでいる。また、学年別
漢字配当表に示されている漢字を書き、文や
文章の中で使っている。(1)ウ

合　　　　　計

教科の目標 文章の構成や論理や物語の展開の仕方について、理解する。

テーマに応じて、話す内容や話し方などを工夫して発表できる。
場面に応じて、文章の要約や自分の意見を述べるなどの書く表現が適切にできる。

語彙力を増やし、自身の表現に活かすことができる。
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【知識・技能】単語の活用について理解を深
めている。(1)オ

【知識・技能】歴史的仮名遣いに注意して，作
品の特徴を生かして朗読するなどして，古典
の世界に親しんでいる。(3)ア

【知識・技能】現代語訳や語注などを手がかり
に作品を読むことをとおして，古典に表れた
ものの見方や考え方を知っている。(3)イ

【知識・技能】作品の特徴を生かして朗読する
などして，古典の世界に親しんでいる。(3)ア

【知識・技能】本や文章などには，さまざまな
立場や考え方が書かれていることを知り，自
分の考えを広げたり深めたりする読書に生か
している。(3)エ
【知識・技能】多義的な意味を表す語句など
について理解し，話や文章の中で使うことを
とおして，語感を磨き語彙を豊かにしている。
(1)エ
【知識・技能】字形の特徴を理解している。

【知識・技能】話し言葉と書き言葉の特徴につ
いて理解している。(1)イ
【知識・技能】敬語のはたらきについて理解
し，文章の中で使っている。(1)カ

【知識・技能】意見と根拠，具体と抽象など情
報と情報との関係について理解している。(2)
ア

【知識・技能】抽象的な概念を表す語句の量
を増し，話や文章の中で使うことをとおして，
語感を磨き語彙を豊かにしている。(1)エ
【知識・技能】意見と根拠，具体と抽象など情
報と情報との関係について理解している。(2)
ア

【知識・技能】抽象的な概念を表す語句の量
を増し，話や文章の中で使うことをとおして，
語感を磨き語彙を豊かにしている。(1)エ
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タオル

【知識・技能】抽象的な概念を表す語句の量
を増し，話や文章の中で使うことをとおして，
語感を磨き語彙を豊かにしている。(1)エ

4

5


